
差別落書きへの対応手順(改正後)

差別落書きの発生
↓

差別落書きの発見者
県民等

職 員 ↓
← (通報)

↓
(速やかな連絡)

↓
施設管理責任者等

(施設管理責任者及び施設所管課)

必要に (主管課、人権・同和対策課又は人権教育課への報告) (現場の保存、記録等)
応じて ・現場の保存、落書き内容等を写真等により記録
通報 人権・同和対策課 主管課 ・施錠、張り紙等による遮へい及び使用禁止等、必要な措置

又は人権教育課 ・県が管理するウェブサイト等への書き込みの場合は、画面の印刷や動画などを保存することで記録する。
警察署

(現場確認についての協議)
協 議 協 議 ・現場確認の実施や関係団体の立会い等について協議

(管内市町村、関係団体への現場確認の立会依頼)
・上記の協議の結果を踏まえ、必要に応じて現場確認の立会依頼、関係団体の立会依頼を要請

( 必要に応じて ) 管内市町村 関係団体
人権担当主管課

(関係者による現場確認) 立会い 立会い
・市町村等の関係者とともに現場確認し当面の対応を協議 (依頼のあった場合)
(県が管理するウェブサイト等への書き込みの場合は、
画面の印刷や動画などを保存したもので確認する)

(現場の処理)
・差別落書きの消去、使用禁止等措置を解除

(事実関係、対応結果等)
・事実関係、対応経過などを文書にまとめる

( 報 告 ) (再発防止への取り組み)
・現状や課題を分析し、再発防止に向けた方策

人権・同和対策課 主管課 を検討、実施
又は人権教育課

( 報 告 ） 管内市町村
人権担当主管課

関係課 ( 必要に応じて適宜、適切な方法で連絡 ) 関係団体

差別事象検討小委員会
・差別事象の背景の分析及び対応策の検討
・今後の効果的な啓発方法等の検討

(協議結果の報告） 管内市町村
人権担当主管課

施設管理責任者等、関係課 ( 必要に応じて、報告を受けた内容を連絡 ) 関係団体


